

１　『いちごが１２こあります。4人で同じ数ずつ分けると、1人分はなんこになりますか。』という問題を考えています。次のどの人の絵がお話にあっていますか。なぜそれをえらんだのか理由もかきましょう。
　　式　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　答え　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　さんがあっている

理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【まりさんの絵】





【たろうさんの絵】




領域：「数と計算」

　単元：「わり算」
　評価の観点：
出題の趣旨：わり算の意味がわかり、絵などに表すことができるかどうかをみる。

解答：　式　１２÷４＝３
　　　　　　答え　1人分は３こ
　　　　　　　まりさんの絵があっている。

　　　　　　　理由（例）：
・まりさんは1人に1個ずつ順番に4人に分けていっている。

　　　　　　　・たろうさんは、３人に４個ずつ分けているので、お話にあっていない。
２　3年1組の子どもたち３２人がゆうえん地でかんらん車に乗ります。かんらん車には、１台に４人ずつ乗ります。全員が乗るにはかんらん車は何台いりますか。また、なぜそう考えたのかを、図や言葉を使って、説明しましょう。
　　　式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　答え　　　　　　　　　　　　　　　

　　　説明

領域：「数と計算」
　単元：「わり算」

　評価の観点：
出題の趣旨：包含除の問題を解くことができるかどうかをみる。
解答：　式　３２÷４＝８　　　　　答え　　８台　
　　　　　説明（例）

・包含除になるような絵がかかれていればよい。
　　　　　　・４人ずつ分けていくのでわり算になる。

４の段の九九を使って考えると、４×８＝３２になるので、８台いる。

など
　３　運動会で、赤・青・白の3つのチームに分かれます。3年2組はみんなで３３人います。１つのチームは何人ずつになりますか。どのように考えたのかもかきましょう。
領域：「数と計算」

単元「わり算」

評価の観点：
出題の趣旨；九九の範囲をこえるわり算の問題を解くことができるかどうかをみる。
解答：　式　３３÷３＝１１　　　　答え　　　１１人ずつ
　　　説明（例）
　　　・30人は10人が3チーム分。あと3人あまっているから、１人ずつふやすと１チームは１０＋１で１１人になる。

　　　・等分除の図をかいている。

　　　・10のかたまりと、あまり（3人）の操作が見て取れる図をかいている。
４　１５÷５の式になる問題をつくって解いてみましょう。
領域：「数と計算」

単元「わり算」

評価の観点：
出題の趣旨； わり算で求める場面を想定し、問題を作ることができるかどうかをみる。

解答：等分除または包含除の問題をつくり、解くことができていればよい。
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